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解決したい課題、実現したい未来 注力したい領域

株式会社DigiTaste
	●液体状態解析プラットフォーム開発

知識
製造業
宣言

Liquid-to-Action:あらゆる液体状態の
可視化から「次の一手」を導き出す

	
▲

EIS×AI技術で、既存センサーでは不可視な液体の「状態」を10秒で特定

	
▲

専門的な分析と現場測定の「間」を埋める小型センサー「DigiTaste」を開発

	
▲

測定して終わりではなく、「次に何をすべきか」の判断と行動を支援
特　徴

製品・サービス、強み

従来のpHやBrix等の汎用的な測定計では液体の複雑な状態を
捉えきれず、一方で高価で高度な分析器は現場で扱いきれませ
ん。我々はその複雑な液体の状態を、10秒で低コストに特定しま
す。食品、農業、医療等の液体と向き合う現場で誰もが専門家レベ
ルの判断を下せる「Liquid-to-Action」な世界を目指します。

「DigiTaste」は、pHや糖度といった単一要素を定量化する
のではなく、液体の複雑な「状態」を捉えるAIセンサーです。既
存の簡易センサーでは見落としてしまう品質のブレを、数十以上
の多次元の電気特性スペクトルとして記録し、機械学習で評価し
ます。「正確だが高価で現場で使えない大型分析器」と「手軽だ
が不十分な既存の小型分析器」の間をうまく埋めるようなセン
サーを提供します。測定から10秒で、誰でも即実行できる「具
体的なアクション」を導き出せるような、あらゆる液体の状態の
可視化を実現させます。

□エネルギー・環境・資源
◎◎健康・医療・生活
□食料・農林水産
□海洋・宇宙
□情報通信
□モビリティ
□インフラ・住宅

コミュニケーター
からひとこと

筑波大学大学院の博士課程の研究を起点とした小林さんのプロダクトが、ついに会社化により外
部との共創が可能に。技術の応用範囲は液体が存在するところならば無限大です。食品領域はも
ちろん、環境インフラなど液体関連で課題を持つ企業や、本センサーの改良・量産でコラボでき
そうな企業の皆さん、ぜひ一緒に議論しましょう！
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